
 

                  令和３年度の運営協議会が 

                      スタートしました 

                      令和３年７月１日発行  置戸町教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山野の草木も青く輝く季節になりました。令和３年度1回目の協議会が６月に入り行われました。 

その場で行われた今年度の取り組みへの話し合いの様子をお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ 

スクールだより 

学校運営協議会だより 

 

小学校は今年の重点目標を「他者と協働しながら進ん

で行動する子どもの育成」とし、小中一貫教育の推進

と学力の定着を図っていくこととしています。 

中学校は「半学半教」のもと、 

①主体的で対話的な深い学びを追

求する授業、 

②互いに学び合い、高まり合う人

間関係の構築、 

③小中一貫教育の実現を図るとし

ています。 

皆様からのお声を 

お待ちしております。 

連絡先電話番号 

５２－３３１６（学校教育課） 

５２－３８０８ 

（くるみの会 

～ コーディネーター 大石） 

両校とも、小中一貫教育をどう進めるかという具体的

取り組みに当たっては、まず、子どもたちの生活リズ

ムを小学校から中学校の生活に合ったリズムへの切り

替えをスムーズに行えるように情報交換を深める方法

へと改善しています。  

また、「生活スタンダード」を各校の月別生活指導目標

との整合性を図った取り組みへと見直しを進めていま

す。 

「ふるさと教育」については、小 1から中３までの９

年間で学び、地域への理解を深め、郷土への思いを育

む内容へと充実させるため、各学年の教育課程への位

置づけを図っていくこととしています。 

冒頭：平野教育長より 

  コロナ禍で行事や様々な活動が十分に行えなかった中で工夫をして各学校での取り組み

が行われたこと、２年度の協議会で出された課題を解決する方向で今年度の取り組みが進

められることを期待する旨話されました。 

小中各校の経営方針とその重点的取り組み 


